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１ 

事 業 の 内 容 
  
 当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、親会社（㈱小林洋行）及び関連会社2社（㈱日本ゴルフ倶
楽部、 BLUE EARTH㈱ ）により構成されております。 
 当社の事業内容は次のとおりであります。   

（１）投資サービス事業 

  ①商品先物取引業：商品先物取引法に基づき設置された商品取引所が開設する商品市場に上場されている各種の商品 

           先物取引について、顧客の委託を受けて執行する業務（受託業務）及び自己の計算に基づき執行 
           する業務（自己売買業務）を行っております。 

  ②その他      ：金融商品仲介業及び金地金販売等を行っております。 
 

（２）生活・環境事業 
  ①保険募集業務 ：生命保険の募集業務及び損害保険代理店業務を行っております。 
  ②不動産業       ：不動産の賃貸及び不動産の販売を行っております。 
  ③その他    ：太陽光発電機及びＬＥＤ照明等の販売、映像コンテンツ配信業務等を行っております。   

※ 当社と親会社（㈱小林洋行）は別個に事業を営んでおり、当社が親会社所有ビルを賃借して本社として使用しているほか、当社と事業上の重 
  要な関係はありません。 

お 客 様 

○商品先物取引の受託         
○生損保の募集           
○不動産の賃貸及び販売            
○太陽光発電機・ＬＥＤ照明等 
の販売  

○金地金販売    
○金融商品仲介 
○映像コンテンツ配信 

 

 
 
 
 

 
≪関係会社の事業内容≫ 

＜親会社＞ 
㈱小林洋行（当社株式の51.79％を保有） 
・グループ会社の管理及び不動産の賃貸 

＜関連会社＞ 
㈱日本ゴルフ倶楽部          
・ゴルフ場運営  

 BLUE EARTH㈱ 

・LED商品の開発・販売等 

○  LED商品の 
    開発・販売等 

BLUE EARTH㈱ 
（関連会社） 当   社 



大阪支店：大阪府大阪市中央区南船場 
      ３－４－２６ 
※商品先物取引受託業務を行っております。 

福岡オフィス：福岡県福岡市中央区舞鶴 
        3－2－21 
※生損保の募集業務を行っており ます。 

事  業  所 

２ 

熊本営業所：熊本県熊本市中央区帯山 
       ４－４５－１ 
※生損保の募集業務を行っております。 

本    社：東京都中央区日本橋蛎殻町 
     １－１５－５         



平成28年３月期第２四半期決算の概要 

 

＜経済環境及び経営成績 ①＞  

 当第２四半期累計期間のわが国経済は、政府や日本銀行による各種政策の効果や円安、原油安などを背景に

企業業績の改善がみられ、雇用や所得環境の改善傾向が続くなか個人消費も底堅く推移するなど、総じて緩や

かな回復基調となりましたが、一方では中国など新興国経済の下振れリスクなどもあり、先行きは不透明な状

況となっております。 

   わが国の商品先物市場におきましては、米国の原油在庫の増加や中国の景気減速見通しの高まりにより、石

油需給の悪化懸念が強まったことで石油価格が大きく下落したことや、８月後半に急速に進んだ円高などの影

響で貴金属など他の主要商品の値動きも活発であったことから出来高が膨らみ、当第２四半期累計期間の国内

商品取引所の出来高合計は1,275万枚（前年同四半期比29.2％増）となりました。 

   このような環境のなか、当社は、営業利益の黒字化定着を目指し、「投資サービス事業」につきましては、

顧客基盤の拡大を図るべく、主力である商品先物取引業におけるリテール営業の強化に加え、当社では従来よ

り対面取引やホームトレード、両方をご利用いただける併用口座を設けており、顧客の利便性とサービスの質

的向上に取組んでまいりました。また、マーケット環境や投資家ニーズに応じた投資セミナーの開催のほか、

取扱い金融商品の充実により多様化する顧客資産のニーズにお応えする体制整備を進めており、今後新たに

「取引所為替証拠金取引（くりっく365）」及び「取引所株価指数証拠金取引（くりっく株365）」の取扱

開始を予定しております。（続く） 
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平成28年３月期第２四半期決算の概要 

 

＜経済環境及び経営成績 ②＞  

 また、「生活・環境事業」の保険募集業務につきましては、引き続き新規顧客獲得による顧客基盤の拡大に

努めるとともに、既存顧客へのアフターフォローからの新たな保険ニーズの掘り起こしと複数の保険会社の商

品を取扱う代理店の強みを生かした提案を積極的に行い、一顧客あたりの保険料の増加に努めました。 

 不動産の賃貸及び販売につきましては、当社の主要な取扱いエリアである首都圏を中心に金融緩和や、円安

を背景とした海外投資家の投資意欲の高まりなどで不動産価格が高止まり傾向にあり、仕入れ環境が厳しく

なっていることから、収益性を重視した慎重な仕入、販売を行いました。 

 その結果、当第２四半期累計期間の業績は次の通りとなりました。 

営業収益       852百万円（前年同四半期比3.9％増） 

営業総利益      718百万円（前年同四半期比15.7%増） 

営業費用       679百万円（前年同四半期比11.2%増） 

営業利益                     38百万円（前年同四半期比299.1％増） 

経常利益         55百万円（前年同四半期比101.0％増） 

四半期純利益     50百万円（前年同四半期は純損失10百万円） 

４ 



（単位：百万円） 
H27年３月期 
第２四半期 

H28年３月期 
第２四半期 

 営業収益 820 852 

  内 受取手数料 544 573 

 営業利益 9 38 

 経常利益 27 55 

 当期純利益 △10 50 

 一株当たり当期純利益 △1.53円 7.60円 

 一株当たり純資産額 460.15円 478.36円 

 自己資本比率 48.9％ 48.2％ 

業 績 概 況 

５ 
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営業収益（通期） 
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業 績 推 移 

Ｈ24/3    Ｈ25/3    Ｈ26/3    Ｈ27/3    Ｈ28/3 

（注）平成24年３月期は連結業績を、平成25年３月期からは非連結業績を記載しております。 
６ 



貸 借 対 照 表  

７ 

（単位：百万円） Ｈ26．9期

流動資産合計 4,470

　内　現金及び預金 801

　内　販売用不動産
　(含　仕掛販売用不動産）

262

固定資産合計 1,759

　内　投資有価証券 650

　内　土地及び建物 542

資産合計 6,230

流動負債合計 2,986

　内　預り証拠金
（含　代用有価証券）

2,877

固定負債合計 166

負債合計 3,181

純資産合計 3,048

　内　その他有価証券評価差額金 △95

Ｈ27．9期

4,811

477

451

1,767

982

404

△96

6,578

3,199

3,067

179

3,409

3,168



セグメント別の業績概要 

８ 

１.投資サービス事業 
当第２四半期累計期間の投資サービス事業の営業収益及び営業総利益は628百万円（前年同四半期比15.6%

増）、営業費用は559百万円（同7.5％増）、セグメント利益は68百万円（同205.3％増）となりました。 

 ①商品先物取引受託業務  
  商品先物取引受託業務の受取手数料は509百万円（前年同四半期比0.8％増）となりました。 

 ②商品先物取引自己売買業務 
  商品先物取引自己売買業務の売買益は118百万円（前年同四半期比216.8％増）となりました。 

 ③その他 
  金融商品仲介に係わる受取手数料は0.9百万円（前年同四半期比2.7％増）となりました。 

２.生活・環境事業 

当第２四半期累計期間の生活・環境事業の営業収益は224百万円(前年同四半期比19.1％減)、営業総利益は 
90百万円（同16.0％増）、営業費用は120百万円（同32.8％増）、セグメント損失は30百万円(前年同四半期
はセグメント損失12百万円)となりました。 

   ①保険募集業務 
      保険募集業務の受取手数料は63百万円（前年同四半期比65.2％増）となりました。 

   ②不動産業 
      不動産賃貸料収入は18百万円（前年同四半期比1.5％減）、不動産販売の売上高は106百万円（同20.2％減） 
  となりました。 

   ③その他 
      太陽光発電機・ＬＥＤ照明等の売上高は15百万円（前年同四半期比75.3％減）、映像コンテンツ配信の売上高 
      は18百万円（同11.8％減）となりました。  



受取手数料 

売買損益 

＜投資サービス事業＞四半期営業収益の推移 

９ 

単位：百万円 

（単位：百万円）
Ｈ26／３

３Ｑ

Ｈ26／３

４Ｑ

Ｈ27／３

１Ｑ

Ｈ27／３

２Ｑ

Ｈ27／３

３Ｑ

Ｈ27／３

４Ｑ

Ｈ28／３

１Ｑ

Ｈ28／３

２Ｑ

　受取手数料 229 221 242 263 324 233 242 267
　　商品先物取引 228 220 241 263 324 233 242 266

　　金融商品仲介 0 .7 1 0 .5 0 .3 0 .3 0 .1 0 .3 0 .5

　売買損益 △ 120 76 15 21 0.1 40 5 112
　　商品先物取引 △ 120 76 15 21 0 .1 40 5 112

　　商品売買損益 － － － － － － － －

当社の業績は、市
場動向に左右され
るため、四半期毎
など、短期では大
きく変動いたしま

す。   



＜商品先物取引＞営業収益の推移 

Ｈ24/3 Ｈ25/3 Ｈ26/3 Ｈ27/3 Ｈ28/3 
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（注）平成24年３月期は連結業績を、平成25年３月期からは非連結業績を記載しております。 



＜商品先物取引＞受取手数料の市場別内訳 
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単位：百万円 

11 

469 

17 6 
16 

464 

18 10 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

500 

農産物・砂糖 貴金属 石油 ゴム 

Ｈ27/3(上半期) 

Ｈ28/3(上半期) 



4 
5 

27 

▲ 0.8 

10 

▲ 23 

116 

15 

-40 

-20 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

Ｈ27/3(上半期) 

Ｈ28/3(上半期) 

＜商品先物取引＞自己売買損益の市場別内訳 
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単位：百万円 
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＜生活・環境事業＞四半期営業収益の推移 

単位：百万円 

13 

（単位：百万円）
Ｈ26／３

３Ｑ

Ｈ26／３

４Ｑ

Ｈ27／３

１Ｑ

Ｈ27／３

２Ｑ

Ｈ27／３

３Ｑ

Ｈ27／３

４Ｑ

Ｈ28／３

1Ｑ

Ｈ28／３

２Ｑ

保険募集　受取手数料 16 29 19 18 21 31 28 34

太陽光発電機・ＬＥＤ照明等 1 44 5 58 12 147 9 5

不動産賃貸料 10 10 9 9 9 9 9 9

不動産販売 34 90 91 42 100 168 38 68

映像コンテンツ配信 15 12 10 10 11 9 9 9



平成28年３月期業績予想について 
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 ●平成28年３月期業績予想について 

   当社は、主要な事業である商品先物取引業の業績が市場動向等に大きく左右されるこ 

と、また、不動産の販売についても確度の高い業績予想を行うことが難しいため、平成 

28年３月期の業績予想は公表しておりません。 

   平成28年３月期においては、前事業年度に続き営業利益の黒字化を目指しており、当 

第２四半期累計期間は38百万円の黒字となっております。第３四半期以降においても営 

業体制の強化、顧客基盤の拡大による黒字体質の定着に努めてまいりますので、引続き 

ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

  



本資料に関するお問い合わせ先 

株式会社 フジトミ 

総務部株式課 

Ｅ-mail：keiei-kikaku2@fujitomi.co.jp 


